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新企画「こちら、しばやま町議会記者クラブ」スタート！

好きです。

私の町
いつでも笑顔にな

れる
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注目議案を

　紹介します！

令和４年第１回
芝山町議会定例
会のあらまし

新年度の
注目予算予算委員会
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Cleared   for  takeoff！

　
令
和
４
年
第
１
回
芝
山
町
定
例
会
（
以
下
「
３
月
定
例
会
」
と
い
う
。）
は
、
３
月

８
日
に
召
集
さ
れ
、
３
月
23
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
催
。
町
長
か
ら
一
般
会
計
予

算
等
33
議
案
が
提
出
さ
れ
、追
加
議
案
が
４
議
案
と
議
員
発
議
１
議
案
全
て
を
可
決
し
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

逆
境
の
中
に
こ
そ
　
　 

が
あ
る

夢

成田空港の更なる機能強化に伴う移転者や
新規定住者向けの居住地を作るための地区
計画作成手続きの条例を制定

事業の円滑な運営とその経理の適性を図る
ため、芝山町簡易水道事業特別会計を設置

生活用水その他の浄水を町民に供給するた
め、簡易水道事業を設置する
【計画給水区域】
小池、大台、高田、新井田、牧野、宝馬、
菱田、香山新田、大里、岩山、朝倉、山田
の各一部の区域
【計画給水人口】3496人

議案第１号

議案第３号

議案第２号

新規制定

新規制定

新規制定

CONTENTS

246

予算のツボを紹介！

Q Q Q （實川議員）今回の地区計画は、空港の移
転代替地予定地まで含まれるのか。

A A 川津場地区は空港の移転代替地まで考えて
いますが、スケジュール調整が必要になる

ため、NAAとは協議していきたいと思います。

Q Q Q （岩澤勝則議員）取水地点の検討は。

A A 取水候補地は町内の大台、朝倉、山田、
谷平野の4か所です。

新たに地区計画を導入

簡易水道事業特別会計の設置

簡易上水道事業の設置

議
案
審
議



こちら
芝山町議会
記者クラブ

My
Home Town 全員協議会一般質問議会人事

次世代を担う子供の育成環境充実のため、
支給対象児をこれまでの第2子以降から、
第１子も対象となるよう拡大。さらに単身
赴任世帯の場合でも父母等のどちらかが芝
山町において子を養育していれば出産祝い
金を受給できることを明確化

第2子―10万円　　第3子―30万円
第4子―50万円　　第5子以降70万円

転出・転入手続ワンストップサービスに対
応するための改修業務委託料を増額

水道料金、水道事業者および水道使用者の
責任事項などを定める条例

被保険者世帯内に未就学児の被保険者がい
る場合、その未就学児に係る均等割額の、
更に５割分を減額する

非常勤職員の育児休業・介護休暇等の取得
要件の緩和・育児休業を取得しやすい勤務
環境の整備を義務化

議案第12号

議案第19号

議案第４号

議案第８号

議案第７号

予算関係

<令和3年度まで>

<令和4年4月1日から>

予算関係

制度改定

新規制定

制度改定

811181920

新企画！

Q Q Q （岩澤達弥議員）水道基本料金の口径の規
格は。

A A 量水器の口径を示しており、日本工業規格
（JIS）で、サイズが規定されています。こ

れを基に水道基本料金の区分を設定しています。

Q Q Q （戸井議員）国民健康保険税では、新生児
は出生すると直ぐに課税されるのか。

A A 均等割課税があり、国民健康保険税は課税
されます。

Q Q Q （戸井議員）祝い金は親が支給対象者にな
るのか。

A A 保護者が対象となりますが、税の滞納者に
は支給されません。今後さらに祝い金のあ

り方について検討をしていきます。

追加

第１子にも10万円 

出産祝い金拡大

戸籍住民基本台帳費

給水に関する事項

国保の一部改正

育児休業等の取得緩和
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■成田空港関連就
業者等の移住や今
後の定住人口増加
をふまえ、家庭用
井戸などの水質の
安全性を確保し、
まちの更なる発展
のため簡易水道を
創設

私たちの町民の暮らしを支える令和4年度一般会計予算は、55億
7400万円で、限られた目的のために使われる７つの特別会計との総
額は80億7640万円(0.5％増)で、前年度を4150万円上回りました。
注目の予算をご紹介します。

町民サービスの提供へ有効活用

■農業用廃プラ
スチックの処理
に伴い、農家が
支払う受益負担
額を軽減するた
め、補助金を増
額

■おおむね20年を経過する消防車両を
対象にして機能維持のために計画的に更
新しており、今年度は２台購入
・第１分団自動車部　水槽付消防ポンプ
車

・ 第 7 分 団 第
18部　 水槽付
小型動力ポン
プ付積載車

■東日本大震災で大規模空間を有する建
築物の天井が脱落する被害が発生したこ
とをふまえ、国の基準が変更されたこと
による天井落下防止の工事を行い安全を
確保

簡易水道整備事業

廃プラスチック対策
協議会補助金

消防団車両更新事業

文化センター改修事業

1億2970万円 2088万円

1294万円

3174万円

4468万円

戦略的で重点的な予算配分
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芝山町都市計画マスタープランに位置付けられた住宅系拠点整備事業のこれから

【田園型居住地創出拠点整備事業補助金】
川津場地区の住宅地整備を進める上で、事業主
体となる民間業者に、町からR４年〔２億円〕R５年
〔２億円〕、R６年〔2.2億円〕が交付される。

【小池地区区画整理事業調査等業務委託料】
小池地区の住宅地整備に向けて、地形測量や地質
調査業務、地権者への意向調査などを行う業務に
３９７３万円を計上。

一般会計55億7400万円の使い道

【令和４年度目的別歳出】 事業内容 予算額

消防団出動報酬　　　 1530 万円

※モンベルフレンドエリア負担金 274 万円

圏央道を活用した観光拠点の整備 647 万円

川津場地域水路整備　　 4448 万円

小学校前新設道路整備 1029 万円

空き家実態調査業務 802 万円

強い農業・担い手づくり綜合支援交付金 468 万円

中学校大規模改修の基本設計業務 902 万円

保育所統合の検討業務 792 万円

出産祝い金対象者の拡大 350 万円

歳出総額
55億7,400万円

総務費
15億619万円
27.0%

総務費
15億619万円
27.0%

民生費
11億8,040万円
21.2%

民生費
11億8,040万円
21.2%

土木費
10億878万円
18.1%

土木費
10億878万円
18.1%

消防費
2億8,685万円

5.1%

消防費
2億8,685万円

5.1%

教育費
5億7,091万円
10.2%

教育費
5億7,091万円
10.2%

衛生費
3億9,885万円

7.2%
農林水産業費
2億1,229万円

3.8%

商工費
4,619万円
0.8%

公債費
2億6,228万円

4.7%

その他※
2,001万円
0.4%

議会費
8,126万円
1.5%

注目事業

PICK UP

10

【モンベルフレンドエリア】アウトドアメーカーの情報ネットワークとノウハウを
活用した新たな観光産業の育成を目指す広域的な取り組み。

この図は小池・川津場の住宅系拠点イメージを住民の皆様と共有するために作成した
ものです 。地権者や関係者の方々の同意を得ていないことをご理解ください。

成田空港機能強化と共に歩む拠点整備

暮らしの予算 2022
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■ 

3
月
15
日

Q
（
平
山
議
員
）
空
港
の
移
転
関
係
で
中

谷
津
の
消
防
機
庫
の
取
壊
し
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
移
設
へ
の
助
成
措
置
が
あ
る

の
か
。

A
機
庫
の
建
替
え
の
助
成
措
置
は
あ
り
ま

す
。

Q （
平
山
議
員
）
８
分
団
28
部
の
消
防
団
員

の
編
入
等
の
問
題
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
空
港
移
転
に
伴
う
消
防
団
の
再
編
成
を

今
後
考
え
て
い
き
ま
す
。

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
社
会
福
祉
法
人
春

葉
会
へ
の
旧
東
小
校
舎
貸
付
に
伴
う
維

持
管
理
費
負
担
金
の
内
容
は
。

A
建
物
は
無
償
貸
付
で
す
が
、
体
育
館
を

含
む
電
気
代
と
浄
化
槽
等
の
維
持
管
理

費
相
当
分
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
一
般
会
計
の
職
員
数

（
１
２
３
人
）
と
会
計
年
度
任
用
職
員
数

（
76
人
）
が
増
え
た
理
由
は
。

A
事
務
量
増
加
が
大
き
な
要
因
で
す
。
定

数
条
例
（
１
３
０
名
）
で
上
限
が
決
ま
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、会
計
年
度
任
用
職
員
で
賄
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
民
生
費
の
自
動
車
燃
料

助
成
金
月
２
千
円
の
助
成
内
容
は
。

A
今
ま
で
あ
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
少

な
い
た
め
、
マ
イ
カ
ー
の
燃
料
費
に
つ
い
て

■ 

3
月
18
日

Q
（
坂
井
議
員
）
み
ど
り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
活
動
支
援
補
助
金
の

９
７
５
万
円
の
使
い
道
は
。

A
イ
ベ
ン
ト
費
２
５
０
万
円
、
人
件
費
７
０

０
万
円
で
す
。

Q
（
岩
内
議
員
）
航
空
科
学
博
物
館
出
捐

金
の
２
千
万
円
増
額
要
望
の
内
容
は
。

A
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
を
計
画
的

に
行
う
も
の
で
す
。

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
芝
山
鉄
道
延
伸
協

議
会
の
事
業
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
で
あ

り
名
称
を
変
更
し
て
は
。

A
幹
事
会
で
協
議
の
結
果
、
今
ま
で
の
経

緯
も
あ
り
名
称
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
旧
谷
間
地
区
の
住
宅
空

気
調
和
機
器
更
新
工
事
費
が
倍
増
し
て

い
る
理
由
は
。

A
令
和
２
年
度
に
谷
間
地
域
が
一
種
区
域
と

な
り
、
特
定
更
新
工
事
が
増
え
ま
し
た
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
空
き
家
実
態
調
査
の
内

容
は
。

A
前
回
の
調
査
は
５
年
前
に
行
い
２
４
３
軒

あ
り
ま
し
た
。
目
視
で
現
地
調
査
し
件

数
を
把
握
し
て
今
後
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
地
域
振
興・観
光
拠
点
整

備
事
業
の
内
容
は
。

A
本
年
度
は
既
存
の
施
設
や
人
口
、
交
通

の
調
査
し
諸
条
件
の
整
理
を
行
い
ま
し

た
。
来
年
度
は
実
現
化
に
向
け
て
、
施
設
内
容

の
詳
細
設
計
を
行
い
ま
す
。　

も
新
た
に
助
成
し
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
令
和
４
年
度
に
計
上
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

内
容
は
。

A
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
５
歳
か
ら

11
歳
ま
で
と
18
歳
以
上
３
回
目
の
接
種

の
予
算
措
置
で
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
数
は
。

A
再
任
用
の
職
員
１
名
を
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
充
て
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
会
計
年

度
任
用
職
員
フ
ル
タ
イ
ム
が
３
名
と
パ
ー
ト
タ
イ

ム
１
名
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
民
生
費
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
委
託
料
の
利
用
内
容
は
。

A
令
和
４
年
度
予
定
人
数
は
１
年
生
か
ら

６
年
生
で
85
人
、
長
期
利
用
者
は
22
人

の
申
込
み
で
、
全
員
の
受
入
れ
が
で
き
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
中
学
生
校
外
学
習
事
業

費
補
助
金
は
、
今
回
３
年
生
の
関
西
方

面
の
修
学
旅
行
に
補
助
す
る
よ
う
だ
が
、
２
年

生
の
自
然
学
習
体
験
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

A
今
年
度
は
、
２
年
生
に
お
い
て
は
、
自
己

負
担
で
清
里
方
面
の
自
然
体
験
学
習
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
旧
藪
家
住
宅
保
存
修
理

工
事
に
２
か
年
で
２
６
４
０
万
円
が
投
入

さ
れ
る
が
、
保
存
修
理
後
の
活
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
見
学
会
等
を
実
施
し
て
周
知
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー

ク
ル
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

予算審査特別委員会    2022

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

総
務
関
係

ま
ち
づ
く
り
関
係

地
域
振
興
の
支
援
体
制
を

暮
ら
し
を
守
る
新
体
制

３日間にわたり開催された※予
算審査特別委員会での一問一答
を抜粋してご紹介いたします。【スカイゲート拠点駅前整備イメージ】

【予算審査特別委員会】予算審査のために本会議で議決され設置される委員会です。芝山町では
３月定例会に当初予算案が提出され、本会議で予算審査特別委員会に付託され審査を行います。

予
算

審
査
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……質問（Question）
……応答（Answer）を示しています。

Q
A

Q
（
坂
井
議
員
）
モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン
ド
エ
リ
ア

事
業
が
産
業
振
興
課
と
企
画
空
港
政
策

課
の
２
つ
の
所
管
と
な
っ
て
い
る
が
。

A
来
年
度
は
業
務
の
調
整
を
図
り
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
風
和
里
の
土
地
賃
貸
借

料
が
新
規
事
業
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

A
農
産
物
直
売
所
売
り
上
げ
が
減
り
、
支

援
の
意
味
で
計
上
し
ま
し
た
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
農
業
次
世
代
人
材
投
資

資
金
（
経
営
開
始
型
）
の
推
移
と
準
備

型
は
あ
っ
た
の
か
。

A
実
績
は
Ｈ
27
年
か
ら
が
２
名
、
Ｈ
29
年
１

名
、
Ｈ
30
年
３
名
で
す
。
R
４
年
度
の

予
算
は
個
人
２
名
世
帯
申
請
が
１
世
帯
で
す
。

定
着
率
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
準
備
資
金
制

度
は
あ
り
ま
す
が
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q
（
岩
内
議
員
）
中
小
企
業
振
興
融
資
預

託
金
の
金
融
機
関
か
ら
増
額
要
望
は
あ

る
か
。

A
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
（
平
山
議
員
）
残
土
溶
出
検
査
の
実
施

内
容
は
。

A
隣
接
地
の
井
戸
よ
り
直
接
採
取
し
て
水

質
検
査
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
基
準
値

を
超
え
る
も
の
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
２

台
の
設
置
内
容
は
。

A
ご
み
の
搬
入
が
確
認
さ
れ
、
山
武
警
察

署
、
千
葉
県
等
と
協
力
し
て
対
応
し
な

が
ら
、
抑
止
力
の
意
味
で
設
置
し
ま
す
。

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
川
津
場
地
域
水
利

事
業
の
財
源
で
N
Ａ
Ａ
特
別
交
付
金
が

利
用
さ
れ
て
い
る
が
起
債
を
利
用
で
き
な
い
か
。

A
年
度
中
、
適
切
な
時
期
に
起
債
の
検
討

を
し
ま
す
。

Q
（
大
木
議
員
）
農
業
集
落
排
水
事
業
で

総
務
費
が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

A
コ
ン
ビ
ニ
対
応
シ
ス
テ
ム
改
修
、
収
納
管

理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
た
め
で
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備
推
進

【地域公共交通計画】
R３～R４年度、新
たに町の公共交通網
を構築するための策
定委員会を設置

11 月中旬までに予算編成に基
づき各課から新事業を盛り込ん
だ新年度予算要求書を財政担当
部署に提出します。

１月に町長、副町長、教育長の
３役により予算内容を審査。議
会へはかる前に最終調整を行
い、３月定例会へ上程します。

上程された予算について予算審
査特別委員会で予算の整合性な
どを査定し、本会議にはかり可
決されると新年度予算が成立し
ます。

各課からの予算要求を取りまと
め 12月に財政担当が内容を吟
味する「予算審査」を行い、歳
入と歳出の全体的な過不足を調
整します。

私たちの暮らしと密接する町の
新年度予算が成立するまでの流
れをご紹介します。

Q
（
岩
澤
勝
則
議
員
）
農
業
集
落
排
水
事

業
と
公
共
下
水
道
事
業
の一元
化
は
で
き

な
い
か
。

A
統
一
化
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
地
方
公
営
企
業
適
正
化
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
消
火
栓
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
か
。

A
消
防
法
に
も
と
づ
く
設
置
と
な
り
、
予

算
は
消
防
費
と
な
り
ま
す
。

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
簡
易
水
道
の
総
事

業
費
は
。

A
１
２
２
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
既
存
の
専
用
水
道

の
地
区
の
対
応
は
。

A
一
部
の
地
域
よ
り
要
望
が
あ
り
給
水
区
域

に
含
め
て
お
り
ま
す
。
既
存
の
施
設
は
施

設
の
切
り
替
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

これは編成方針に合っていないよね

令和４年度予算
成立までの流れ

予算要求

三役予算査定

町議会で審査

財政担当要求

1

3

4

2
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ど
う
な
る
新
滑
走
路

描
き
だ
す
町
の
輪
郭
線

令
和
4
年
1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
で
の
主
な

質
疑
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

■
1
月
19
日

Q （
岩
内
議
員
）
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
が
県
内
１
位
で
全
国
２
位

と
あ
る
が
、
町
の
見
解
は
。

A
統
計
上
で
国
の
水
準
を
上
回
っ

て
い
る
の
で
、
町
と
し
て
は
こ

れ
以
上
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
是
正

し
ま
す
。

Q （
坂
井
議
員
）
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
会
場
は
予
約
の

際
に
会
場
を
選
べ
る
の
か
。

A
個
別
接
種
会
場
と
集
団
接
種
会

場
の
役
場
南
庁
舎
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
里
か
ら
選
べ
ま
す
。

第
３
滑
走
路
整
備
計
画
の
概
要
に
つ

い
て
成
田
空
港
会
社
か
ら
の
説
明

Q （
平
山
議
員
）
新
滑
走
路
の
排

水
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
調
査

し
て
計
画
し
て
い
る
か
。

■
２
月
10
日

Q （
岩
澤
達
弥
議
員
）
芝
山
文
化

セ
ン
タ
ー
使
用
承
認
申
請
却
下

の
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
か
ら
諮

問
ま
で
11
ヶ
月
か
か
っ
て
い
る
が
な

ぜ
か
。

A
前
例
が
な
く
、
時
間
を
か
け
て

協
議
し
た
た
め
で
す
。

Q （
伊
橋
議
員
） 

今
回
の
諮
問
を

基
に
貸
出
し
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
す
べ
き
で
は
。

A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
成
し
ま
せ

ん
が
、
今
回
の
諮
問
を
基
に
基

本
的
に
は
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
貸

出
し
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

■
3
月
2
日

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
い
つ
オ
ー
プ
ン

す
る
の
か
。

A
５
月
中
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
開
催
し
、
オ
ー
プ
ン

A
（
Ｎ
Ａ
Ａ
）
50
年
に
１
度
の
雨

を
想
定
し
て
調
整
池
を
整
理

し
、
高
谷
川
へ
の
流
量
を
調
整
し
ま

す
。Q （

岩
内
議
員
） 

西
日
本
豪
雨
級

の
雨
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

A
（
Ｎ
Ａ
Ａ
）
24
時
間
の
総
雨
量

が
２
６
２
㎜
ま
で
は
対
応
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
そ
れ
以
上
に
対
応

で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

Q （
平
山
議
員
）
新
滑
走
路
開
発

時
の
土
砂
は
外
部
か
ら
の
搬
入

は
行
わ
な
い
の
か
。

A
（
Ｎ
Ａ
Ａ
）
基
本
的
に
は
行
わ

な
い
予
定
で
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
環
境
面
に
配
慮
し
な
が
ら
行

う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

Q （
岩
澤
達
弥
議
員
）
工
期
の
詳

し
い
説
明
が
無
い
が
、
完
成
に

間
に
合
う
よ
う
詳
細
な
計
画
は
無
い

の
か
。

A
（
Ｎ
Ａ
Ａ
）
公
表
で
き
る
段
階

に
な
れ
ば
、
公
表
し
ま
す
。

す
る
予
定
で
す
。

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
株
式
会
社

風
和
里
の
代
表
取
締
役
に
麻
生

町
長
が
就
任
す
べ
き
で
は
。

A
同
じ
役
員
体
制
に
す
る
か
検
討

し
ま
す
。

■
3
月
9
日

Q （
平
山
議
員
）　
高
谷
川
沿
い
新

設
道
路
の
整
備
と
同
時
に
河
川

整
備
の
予
定
は
無
い
の
か
。

A
千
葉
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

Q （
岩
澤
達
弥
議
員
）
２
月
の
地

区
説
明
会
で
出
た
主
な
意
見
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
。

A
河
川
改
修
や
治
水
整
備
、
既
設

農
道
と
新
設
道
路
の
接
続
部
分

の
整
備
と
い
っ
た
要
望
が
出
ま
し

た
。Q （

實
川
議
員
）　
測
量
に
使
っ
て

い
る
赤
杭
は
耕
作
に
支
障
が
出

る
と
思
う
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。A

水
田
に
あ
る
赤
杭
は
耕
作
の
始

ま
る
前
に
撤
去
し
ま
す
。

進
む
高
谷
川
沿
い
新
設
道

路
計
画

全員協議会

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
間

も
な
く
オ
ー
プ
ン

公
共
施
設
は
誰
で
も
利
用

で
き
る
の
か
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い
る
が
、
ス
カ
イ
ゲ
ー
ト
と
し
て
の

住
宅
街
の
地
区
計
画
は
上
手
く
進
め

ら
れ
る
の
か
。

A
用
途
地
域
の
見
直
し
と
地
区
住

民
の
合
意
に
よ
り
地
区
計
画
を

決
定
し
ま
す
。

■
3
月
23
日

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
教
育
委
員

が
任
期
途
中
で
退
任
し
た
場

新生成田市場正面玄関前にて。芝山・多古町両町議員が揃い、
２年ぶりの研修視察となった。

教
育
委
員
の
円
滑
な
人
事

交
代
を

活動報告

News
  and
Topics

芝山町議会では、議会最終日の３月２３日に議
員発議により発議案を上程し、全会一致で以
下の決議書を可決しました。

決議書
　2022年2月24日、ロシア軍によるウクライナへ
の軍事侵略が開始された。
これはウクライナの主権及び領土の一体性を侵
害する明らかな国際法違反であり、国際社会の平
和と秩序、安全を根幹から脅かす暴挙である。
　今般の軍事攻撃によって、民間人を含む多くの
犠牲者と避難民が出ている現状は、人道上断じ
て許すことはできない。
　ここに芝山町議会は、ロシアに対し、ウクライ
ナへの軍事侵略を強く非難し、即時停戦を求め
る。
　政府においては、国際社会と連携し、あらゆる
外交手段を駆使して、ロシア軍の即時撤退とウク
ライナの平和の回復に向け、全力を尽くすことを
強く求める。
　以上、決議する。
　　令和４年３月23日　千葉県芝山町議会

３月24日、芝山町議会・多古町連絡協議会視
察研修

更に議員１人あたり1万円、計12万円の義援金
を、日本赤十字社を通して寄付致しました。

　日本初の「ワンストップ輸出機能」を持つこ
の市場では、衛生管理が徹底された閉鎖型施
設内で、すべての輸出手続きができるため、新
鮮な状態で日本の農水産物を世界の食卓に届
けることが出来ます。今後、一般向けにも新鮮
な食材が購入できる関連施設建設も予定され
ています。芝山町の農産物生産者にとっても、
大いに期待が持てる施設となりそうです。

ウクライナの平和回復を願い

「新生成田市場へ」

Q （
岩
内
議
員
）
洪
水
に
な
っ
た

際
、
既
存
の
県
道
や
町
道
の
対

策
は
ど
う
か
。

A
県
道
に
つ
い
て
は
問
題
が
無
い

と
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
町
道

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
設
計
の
中
で
片

側
に
歩
道
が
で
き
る
よ
う
だ

が
、
ど
ち
ら
に
で
き
る
の
か
。

A
周
辺
の
住
民
の
方
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
千
代
田
駅
周
辺

の
倉
庫
が
い
く
つ
か
点
在
し
て

合
、
後
任
の
任
期
期
間
は
ど
う

な
る
の
か
。

A
前
任
の
残
り
任
期
を
引
き

継
ぎ
ま
す
。

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
保
育

所
の
ク
ラ
ス
編
成
方
法
は

毎
年
変
わ
る
の
か
。

A
そ
の
年
ご
と
に
人
数
が
変

わ
る
た
め
、
毎
年
変
え
て

い
ま
す
。
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３月１１日に開催されたまちづくり常任委員会では議長から付託を受けた議案10件を、総務常任
委員会では議案16件を審査しました。

総
務
常
任
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

議
案
第
６
号

Q
（
戸
井
議
員
）
福
祉
作
業
所
の

定
員
数
と
利
用
に
対
し
て
の

費
用
は
。

A
定
員
は
10
名
、
現
在
７
名
の

入
居
者
の
う
ち
多
古
町
の
方

が
１
名
で
、
多
古
町
か
ら
受
託
料
を

頂
い
て
い
ま
す
。

議
案
第
７
号

Q
（
伊
橋
議
員
）
育
児
休
業
の
取

得
で
き
る
期
間
は
非
常
勤
職

員
と
一
般
職
員
と
で
同
じ
か
。

A
一
般
職
員
は
子
供
が
３
歳
に
、

非
常
勤
職
員
は
子
供
が
１
歳

６
か
月
に
達
す
る
日
ま
で
で
す
。

議
案
第
10
号

Q
（
岩
内
議
員
）
家
庭
的
保

育
事
業
者
が
パ
ソ
コ
ン

で
記
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

が
、
個
人
情
報
な
ど
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
は
大
丈
夫
か
。

A
法
律
上
可
能
に
な
る
の

は
デ
ー
タ
保
存
の
み
で
、

通
信
上
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
案
第
１
号

Q
（
實
川
議
員
）
芝
山
町
地

区
計
画
で
は
、
地
権
者

だ
け
で
は
な
く
、
地
区
全
体
の

合
意
形
成
が
重
要
か
と
思
う

が
。A

地
区
計
画
で
は
、
説
明

会
等
に
よ
り
、
地
区
全

体
の
住
民
の
方
々
に
も
理
解
を

得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
案
第
２
号

Q
（
小
嶋
議
員
）
給
水
計
画

人
口
が
、
住
民
の
約
半

分
に
あ
た
る
３
４
９
６
人
の
理

由
は
。

A
芝
山
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

将
来
推
計
や
給
水
区
域
等

を
加
味
し
て
考
え
て
い

ま
す
。

議
案
第
19
号

Q
（
小
嶋
議
員
）
大

規
模
盛
土
第
二

次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計

画
の
経
緯
は
。

議
案
第
12
号

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
今
回
出
産

祝
い
金
が
第
１
子
か
ら
支
給

さ
れ
る
が
、
県
内
ト
ッ
プ
に
な
る
よ

う
な
思
い
切
っ
た
改
正
は
出
来
な
い

の
か
。

A
ま
ず
は
第
１
子
か
ら
支
給
と

い
う
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

今
後
、
子
育
て
の
観
点
か
ら
新
た
な

補
助
制
度
の
議
論
を
し
ま
す
。

議
案
第
13
号

Q
（
岩
澤
達
弥
議
員
）
消
防
団
の

出
動
手
当
が
報
酬
に
変
更
す

る
と
課
税
の
対
象
に
な
る
が
、
個
々

の
支
給
対
象
者
を
把
握
で
き
る
の

か
。A

各
部
長
に
、
出
動
人
員
の
名

簿
作
成
を
依
頼
し
、
町
に
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

A
町
内
41
ヶ
所
の
大
規
模

盛
土
に
対
し
、
令
和
４

年
度
予
算
で
計
画
策
定
す
る
予

定
で
し
た
が
、
熱
海
市
の
大
規

模
盛
土
流
失
事
故
を
受
け
、
国

は
前
倒
し
で
令
和
３
年
度
に
予

算
措
置
し
た
た
め
、
本
町
に
お

い
て
も
今
回
、
補
正
予
算
措
置

し
、
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

議
案
第
25
号

Q
（
小
嶋
議
員
）
令
和
３
年

度
の
芝
山
町
共
同
浄
化

槽
設
置
事
業
が
完
了
し
な
か
っ

た
理
由
は
。

A
移
転
代
替
地
の
宅
地
整

備
の
協
議
に
時
間
を
要

し
、
令
和
３
年
度
の
事
業
完
了

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

Create for the Future

田んぼの代掻きを眺める菜の花

桜色の空に飛び立つ飛行機



希望
春風の浮力に乗って、飛び立て一般質問

３月定例会の傍聴者は15人でした。

・行政改革
・中学校の制服のあり方
・子育て支援センターと公民館・福祉センター図書室の連携

・選挙公約
・成田空港の更なる機能強化

（photo/アグリパーク）

・人口を増やす具体的な政策
・道路の安全対策
・公共施設の建て替え
・コロナ対策の町の考え方

・防災への備え
・小中学校の勤務体制

・第５次芝山町総合計画第２章施策の展開
〈１安全・安心で快適なまちづくり〉

芝山町の様々な課題や将来的な計画などを、提出議案とは関係なく議員個人として自由に
考えを聞くことのできる一般質問―。
３月定例会では行政改革、成田空港の更なる機能強化、教育関係等を中心に５名の議員が
登壇しました。

【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて
60分以内とされており、一つの項目に関して再質問は２
回までとされています。

P12

P13

P14

P15

P16

坂井慶子議員

岩澤達弥議員

大木浩司議員

岩内　章議員

實川嘉一議員
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【ジェンダーレス】生物学的な性差を前提とした社会的、
文化的性差をなくそうとする考え方のこと。

昨
年
6
月
議
会
で
新
し
い
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
、
図
書
室
の
子
ど
も

の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
を
移
設
し
て
は
ど
う
か

と
提
案
し
た
が
、
難
し
い
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
な
ら
ば
今
後
は
公
民
館
や
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
と
連
携
し
、
親
子
で

本
を
楽
し
む
機
会
が
増
え
る
よ
う
な
仕
組

み
を
作
り
、
読
書
を
促
し
て
欲
し
い
。
そ

う
す
る
こ
と
で
子
供
は
心
健
や
か
に
育

ち
、
や
が
て
は
学
校
で
の
学
力
向
上
な
ど

も
期
待
で
き
る
。
ま
さ
に
町
長
の
掲
げ
る

「
子
育
て
と
教
育
の
一
体
化
」
と
い
う
理

念
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
現
在
も
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
幼
児
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
見
て

も
、
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の

で
今
後
の
更
な
る
取
り
組
み
を
検
討
し
ま

す
。

ス
ラ
ッ
ク
ス
着
用
を
認
め
る
な
ど

の
、
い
わ
ゆ
る 

※「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
化
」
に
対
す
る
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
が
、
町
教
育
委
員

会
と
し
て
の
見
解
は
。

【
教
育
長
】
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
女
子
生
徒
が
ス

ラ
ッ
ク
ス
を
着
用
す
る
こ
と
で
寒

さ
対
策
や
自
転
車
通
学
が
し
や
す

い
と
い
っ
た
有
効
性
が
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
い
ま
す
。

【
町
長
】
様
々
な
多
様
性
が

認
め
ら
れ
る
中
、
制
服
の
問

題
は
議
論
の
対
象
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
親
御
さ
ん
の
経
済

的
負
担
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
生
徒
や
保
護
者
、

現
場
の
教
諭
な
ど
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

テ
ィ
ー
施
設
の
建
設
計
画
は
。

【
町
長
】菱
田
の
皆
様
に
と
っ

て
大
切
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
新
た
な
拠
点
施
設
が
必
要
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
区
代
表

者
説
明
会
で
、
令
和
7
年
度
中
に

供
用
を
開
始
す
る
と
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、
出
来
る
限
り
早
期
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

菱
田
地
区
で
の
指
定
避
難
所

が
無
く
な
る
が
。

【
町
長
】
芝
山
千
代
田
駅
周

辺
の
企
業
と
避
難
所
等
施
設

利
用
の
協
定
を
締
結
し
災
害
に
備

え
て
お
り
ま
す
。
広
報
誌
な
ど
で

も
周
知
を
図
り
ま
す
。

全
国
で
男
女
別
の
制
服
の
規

制
を
緩
和
し
、
女
子
生
徒
に

『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間49分）

Ｎ
A
Ａ
が
集
団
移
転
地
を
用

意
し
て
い
る
菱
田
代
替
地
と

川
津
場
代
替
地
の
行
政
区
を
、
町

は
ど
の
よ
う
に
編
成
す
る
の
か
。

【
町
長
】
住
民
の
定
住
状
況

や
周
辺
自
治
会
と
の
帰
属
関

係
な
ど
を
考
慮
し
、
移
転
さ
れ
た

方
々
と
周
辺
地
域
の
自
治
会
の
合

意
形
成
が
さ
れ
れ
ば
、
新
た
な
行

政
区
の
設
置
に
向
け
手
続
き
を
進

め
ま
す
。

売
却
と
な
っ
た
旧
菱
田
小
学

校
と
旧
菱
田
共
同
利
用
施
設

に
替
わ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

地域コミュニ
ティー大切に

KEIKO SAKAI

行
政
区
の
見
直
し
は

制
服
の
規
制
緩
和
は

子
育
て
に
本
の
活
用
を

オープン間近の、新設子育て支援
センター
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この図は小池の住宅系拠点イメージを住民のみなさまと共有するために作成した
ものです。地権者や関係者の方々の同意を得ていないことをご理解ください。

『一般質問』

（緑の会）

（所要時間60分）

『一般質問』

就
任
後
初
の
当
初
予
算
編
成
で

独
自
施
策
（
麻
生
カ
ラ
ー
）
を

何
事
業
出
せ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
名

称
は
。【町

長
】
新
規
が
３
、
拡
充
が

２
事
業
で
す
。
総
合
保
育
所
改

築
基
本
構
想
（
案
）
作
成
支
援
事
業
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
事

業
、
重
度
身
体
障
害
者
等
移
動
自
動

車
燃
料
費
助
成
事
業
、
出
産
祝
い
金

支
給
事
業
、
廃
プ
ラ
対
策
協
議
会
補

助
事
業
で
す
。

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
で
成
田
や

富
里
の
病
院
に
も
行
け
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
事
業

で
是
非
議
論
し
て
ほ
し
い
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
す
る
に
は
機
構
改
革
が
必
要

に
な
る
が
新
た
な
課
の
設
置
を
考
え

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
将
来
的
に
は
導
入
し

て
い
き
た
い
が
、
す
ぐ
に
実
現

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

課
設
置
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い

る
室
長
と
規
定
さ
れ
て
い
な
い

室
長
が
い
る
が
違
い
は
。

【
町
長
】
室
長
は
担
当
課
長
と

同
一
の
職
と
捉
え
て
い
ま
す
。

空
調
機
電
気
代
補
助
を
全
騒
音

下
最
大
20
万
円
に
、
固
定
資
産

税
の
補
助
率
を
８
割
に
し
ま
す
と
約

束
し
た
が
実
現
で
き
る
の
か
。

【
町
長
】
空
調
機
電
気
代
補
助

に
は
約
３
２
０
０
万
円
、
固
定

資
産
税
補
助
に
は
約
３
０
０
０
万
円

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
税
収
の
増
額

等
を
見
つ
つ
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

実
現
し
ま
す
。

空
港
会
社
か
ら
の
周
辺
対
策
交

付
金
は
年
間
約
４
億
５
千
万
円

が
増
額
に
な
っ
た
。
全
額
町
民
へ
の

還
元
に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
の

よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
上
下
水
道
・
道
路
等

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
拠
点
整
備
、

１
戸
残
し
対
策
、
教
育
・
福
祉
分
野
、

空
調
機
電
気
代
補
助
増
額
分
等
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

第
１
子
か
ら
出
産
祝
い
金

10
万
円
支
給

小
学
校
前
の
成
田
財
特
路
線
の

進
捗
状
況
及
び
完
成
目
標
年
度

は
。【

町
長
】
現
在
道
路
、
橋
梁
詳

細
設
計
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

４
年
度
は
補
償
物
件
調
査
と
道
路
用

地
測
量
を
実
施
し
、
５
年
度
以
降
用

地
買
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

TATSUYA IWASAWA

周
辺
対
策
交
付
金
の
使
途
は

新
規
３
、
拡
充
２
事
業
開
始

町道３ＢＬ―００９５号線沿道のイメージ

岩澤 達弥　議員
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芝
山
町
で
２
４
３
軒
あ
る
空

き
家
を
活
用
で
き
な
い
も
の

か
。【

町
長
】
空
き
家
、
空
き
地

バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
進
す

る
た
め
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
を
活
用
し
、
周
知
啓
発
に

取
り
組
み
ま
す
。
他
県
市
町
村
の

取
り
組
み
を
参
考
に
、
制
度
の
研

究
を
進
め
ま
す
。

【
町
長
】
目
標
使
用
年
数
に

達
し
た
施
設
か
ら
順
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
使
用
年

数
の
延
命
化
を
行
っ
た
う
え
で
の

建
て
替
え
が
基
本
的
な
方
針
で
す
。

保
育
所
建
て
替
え
計
画
の
進

捗
状
況
は

【
町
長
】
令
和
４
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
に
か
け
て
保
育

所
統
合
に
向
け
て
の
基
本
構
想
や

基
本
計
画
の
作
成
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

公
共
施
設
建
て
替
え
の
際
に

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
の

併
設
は
可
能
か
。

【
町
長
】
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
に
よ
る
利
用
ニ
ー
ズ
の

調
査
や
民
間
企
業
の
活
用
、
他
自

治
体
施
設
と
の
広
域
連
携
等
も
考

慮
し
、
ま
ず
は
必
要
性
の
検
討
か

ら
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

拠
点
整
備
に
お
け
る
人
口
増

の
見
通
し
と
年
齢
層
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
。

【
町
長
】
川
津
場
地
区
は
、

農
業
を
修
得
し
た
い
方
や
新

た
に
就
農
し
た
い
方
な
ど
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
約
３
３
０
人
。
小
池
地

区
は
、
空
港
機
能
強
化
に
伴
う
騒

特
法
に
よ
る
町
内
移
転
や
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

約
４
３
０
人
。
千
代
田
地
区
は
、

空
港
関
連
従
業
員
の
子
育
て
世
帯

や
単
身
者
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
が
、
立
地
特

性
を
生
か
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
周
辺
市
町
か
ら
の
住
み

替
え
も
想
定
し
、
約
１
６
４
０
人

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

公
共
施
設
建
て
替
え
の
優
先

順
位
の
決
め
方
は
。

『一般質問』

空
き
家
の
活
用
は

コ
ロ
ナ
へ
の
対
策
は

KOUJI OOKI

老朽化の進む公共施設
町
内
の
医
療
機
関
に
、
町
民
が
コ
ロ

ナ
検
査
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
る

働
き
か
け
は
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
発
熱
外
来
の
指
定
医
療
機

関
の
確
保
な
ど
、
医
療
の
提
供
や
体

制
の
整
備
は
知
事
が
行
う
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
医
療
機

関
に
働
き
か
け
る
よ
う
な
取
組
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

大木 浩司　議員
（創芝会）

（所要時間41分）

スピード感ある
行政運営を
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『一般質問』

都
内
の
自
治
体
で
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
よ
り
防
災
の
知
識
や
非
常

時
の
備
え
な
ど
、
動
画
で
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
る
が
、
本
町
で
も

作
成
し
て
み
て
は
。

【
町
長
】
ま
ず
は
町
民
の
皆
様

に
ど
の
よ
う
な
手
法
で
情
報
を

伝
え
る
の
が
有
効
か
検
討
し
ま
す
。

今
後
、
町
と
し
て
災
害
情
報
の

発
信
を
ど
う
い
う
形
で
進
め
て

い
く
の
か
。

【
町
長
】
来
年
度
に
広
報
戦
略

会
議
を
立
ち
上
げ
て
、
各
課
の

若
手
職
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
若

い
人
の
目
線
で
情
報
の
発
信
が
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

大
雪
の
際
、
融
雪
剤
が
足
り
な

い
事
態
が
起
こ
っ
た
が
、
今
後
、

町
と
し
て
今
ま
で
よ
り
多
く
の
融
雪

剤
の
確
保
は
で
き
な
い
の
か
。

【
町
長
】
１
月
の
大
雪
の
時
の

状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
降
雪
予

報
が
見
込
ま
れ
る
際
は
融
雪
剤
の
早

急
な
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
防
災
面
に
対
す
る

見
解
は
。

【
町
長
】
本
町
で
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
ウ
ェ
ブ
化
を
実
施
し
、

情
報
を
入
手
で
き
る
新
た
な
環
境
整

備
を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
を
重
要

視
し
て
い
ま
す
。

香
川
県
の
あ
る
自
治
体
で
は
、

ス
マ
ホ
向
け
ア
プ
リ
で
災
害
時

の
川
の
水
位
や
交
通
状
況
の
情
報
を

共
有
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
町
で

も
取
り
入
れ
て
み
て
は
。

【
町
長
】
本
町
で
はY

ahoo!

防
災
速
報
ア
プ
リ
、Y

ahoo!
JA

P
A

N

ア
プ
リ
で
様
々
な
情
報
を

発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
自

主
防
災
組
織
の
活
性
化
の
為
の

地
域
防
災
指
導
員
の
養
成
と
載
っ
て

い
る
が
、
本
町
で
は
養
成
の
予
定
は

あ
る
か
。

【
町
長
】
自
主
防
災
組
織
新
規

設
立
の
促
進
に
向
け
、
防
災
対

策
の
一
環
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

最
近
、
小
中
学
校
の
先
生
た
ち

の
長
時
間
労
働
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
が
、
本
町
の
先
生
た
ち
の
勤

務
時
間
の
平
均
は
ど
の
く
ら
い
か
。

【
教
育
長
】
昨
年
６
月
の
小
学

校
の
平
均
勤
務
時
間
は
一
日
10

時
間
９
分
、
中
学
校
は
10
時
間
32
分

で
す
。

岩内 　章　議員
（創芝会）

（所要時間54分）

小
中
学
校
の
勤
務
体
制
は

AKIRA IWAUCHI

防
災
意
識
の
向
上
を

災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に

Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
新
た
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
閲
覧
可
能
に
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【景観行政団体】景観計画の策定等、良好な景観形成のための具体的な施策を実施する団体で、政令
指定都市、中核市は自動的に、その他の市町村は、県と協議し、その同意を得ればなることができます。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

示
さ
れ
た
3
つ
の
住
宅
拠
点
及

び
1
つ
の
産
業
用
地
の
創
出
は
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
区

に
も
適
正
な
土
地
利
用
計
画
が
必
要

と
考
え
て
い
る
か
。　

【
町
長
】
立
地
適
正
化
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
、

福
祉
、
商
業
、
業
務
等
の
都
市
機
能

へ
の
投
資
や
居
住
を
拠
点
に
誘
導
す

る
と
と
も
に
、
地
域
公
共
交
通
を
再

編
し
な
が
ら
、
良
好
な
住
環
境
の
創

出
を
図
り
、
無
秩
序
な
開
発
の
抑
制

に
努
め
ま
す
。

良
好
な
景
観
と
は
単
な
る
「
き

れ
い
な
物
理
的
な
眺
め
」
だ
け

で
な
く
、
住
ん
で
い
る
人
が
見
れ
ば

「
好
ま
し
く
、
誇
り
と
感
じ
る
眺
め
」

で
あ
り
、訪
れ
た
人
か
ら
見
れ
ば「
来

て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
と
感

じ
る
眺
め
」
の
こ
と
だ
と
思
う
。
総

合
計
画
の
中
に
、「
住
宅
の
安
全
性

や
快
適
性
を
高
め
つ
つ
、
地
域
の
景

観
に
も
配
慮
し
た
良
好
な
居
住
環
境

を
整
え
た
町
づ
く
り
」
と
あ
る
が
、

具
体
的
施
策
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
新
規
住
宅
拠
点
は
、

地
区
計
画
の
策
定
や
建
築
協
定

等
の
導
入
に
よ
り
、
周
辺
環
境
と
調

和
し
た
統
一
感
の
あ
る
街
並
み
形
成

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
地
下
埋

没
費
用
は
自
治
体
等
の
負
担
で
あ
り
、

関
係
者
等
と
調
整
が
必
要
で
す
。

新
規
住
宅
団
地
を
、
緑
地
を

30
％
以
上
と
す
る
考
え
は
あ
る

か
。【

町
長
】
公
園
緑
地
面
積
は
、

都
市
計
画
法
に
お
け
る
開
発
面

積
の
３
％
以
上
を
確
保
し
ま
す
。

国
は
、
町
づ
く
り
に
関
し
て
緑

地
保
全
・
緑
化
に
様
々
な
制
度

設
計
を
し
て
い
る
が
、
町
で
取
り
組

み
た
い
制
度
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
今
後
、
緑
地
制
度
の

必
要
性
を
検
討
し
ま
す
。

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
集
落

に
お
い
て
は
周
辺
の
田
園
環
境
と
の

調
和
や
原
風
景
に
配
慮
し
た
街
並
み

景
観
の
形
成
に
向
け
、
※
景
観
行
政

団
体
へ
の
移
行
及
び
景
観
計
画
の
策

定
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

空
港
関
連
移
転
地
整
備
を
す
る

に
あ
た
り
、
景
観
形
成
を

N
A
A
と
協
議
し
た
か
。

【
町
長
】
今
後
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
と
整
合
さ
せ

な
が
ら
、
景
観
に
配
慮
し
た
居
住
環

境
と
な
る
よ
う
調
整
を
図
り
ま
す
。

新
規
住
宅
団
地
内
を
、
無
電
中

化
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
住
宅
系
３
拠
点
は
地

区
計
画
や
無
電
柱
化
等
の
導
入

に
よ
り
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
統
一

感
の
あ
る
街
並
み
を
形
成
す
る
こ
と

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
生
活
道
路
の
無
電
柱

『一般質問』KAICHI JITSUKAWA

無
秩
序
な
開
発
の
抑
制

景
観
へ
の
配
慮
は

成田市景観計画より

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間49分）

第５次芝山町
総合計画
始まったばかり
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令和4年第1回定例会で審議した議案とその結果議員の賛否を公開 ※議長は採決に加わりません。

議案 
番号

上程された
議案・概要・結果 

賛成：○　反対：×　除斤：除　欠席：欠

議席
番号

議
会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑨
議
長

議
決
結
果

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

萩
原
正
規

岩
澤
達
弥

伊
橋
寿
夫

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

小
嶋
秀
樹

条例の制定
第１号 芝山町地区計画等の案の作成手続に関する条例の制定（地区計画導入ため

の案の作成手続には、条例の定めが必要となるため、新たな条例の制定）
可決

賛（10）・否（0） P2、10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第２号 芝山町簡易水道事業設置条例の制定（生活用水その他の浄水を町民に供
給するための新たな条例の制定）

可決
賛（10）・否（0） P2、10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第３号
芝山町簡易水道事業特別会計設置条例の制定（簡易水道事業を開始する
ことから、事業の円滑な運営とその経理の適性を図るため、特別会計の
設置を定める新たな条例の制定）

可決
賛（10）・否（0） P2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第４号 芝山町簡易水道事業給水条例の制定（給水に対する水道料金、水道事業者
及び水道の使用者の責任に関する事項、供給条件を定める条例の制定）

可決
賛（10）・否（0） P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第５号
芝山町簡易水道事業の布施工事並びに布設工事監督者及び水道技術管理
者の資格を定める条例の制定（水道の布設工事の範囲、布設工事監督者
及び水道技術管理者の資格について新たに定める条例の制定）

可決
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第６号
芝山町福祉作業所の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条例の
制定（福祉作業所の利用の許可、取消等の権限を指定管理者に付与さ
せ、指定管理者が行う業務を明確化する条例の制定）

可決
賛（10）・否（0） P10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

条例の一部改正

第７号
職員の育児休業等に関する条例の一部改正（非常勤職員の育児休業・介
護休暇等の取得福祉作業所の利用の許可、取消等の権限を指定管理者に
付与させ、指定管理者が行う業務を明確化する条例の改正）

可決
賛（10）・否（0） P3、10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第８号 芝山町国民健康保険税条例の一部改正（国民健康保険被保険者世帯に6歳に
達する被保険者がいる場合、均等割額について5割を軽減する条例の改正）

可決
賛（10）・否（0） P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第９号 芝山町使用料条例の一部改正（道路法に基づく道路占用料について、千
葉県の定める道路占用料に準じて道路占用料を改める条例の改正）

可決
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第10号
芝山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正（家庭的保育事業者等の業務負担軽減を図ることから、諸記録の
作成、保存について電磁的記録も可能とする条例の改正）

可決
賛（10）・否（0） P10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第11号
芝山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正（保育所等の事業者の業務負担軽減を図ることか
ら、諸記録の作成、保存について電磁的記録も可能とする条例の改正）

可決
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第12号
芝山町出産祝金支給に関する条例の一部改正（出産祝金について、支給
対象児をこれまでの第2子以降から、第1子も対象とする拡大と受給資
格を明確化する条例の改正）

可決
賛（10）・否（0） P3、10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第13号 芝山町消防団条例の一部改正（出動手当を費用弁償ではなく、報酬とし
て扱うための条例の改正）

可決
賛（10）・否（0） P10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

条例の廃止
第14号 芝山町地域福祉基金条例の廃止（事業の目的を達成したことから条例の廃止） 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
指定管理者の指定
第15号 指定管理者の指定（芝山町共同利用施設の指定管理者の指定についての議会の同意） 可決賛（９）・否（0） ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第16号 指定管理者の指定（芝山町福祉センター「やすらぎの里」の指定管理者
の指定についての議会の同意） 可決賛（９）・否（0） ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第17号 指定管理者の指定（芝山町福祉作業所の指定管理者の指定についての議会の同意） 可決賛（９）・否（0） ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
財産の処分
第18号 財産の処分について(隣接土地所有者の相手方より、事業拡大を目的と

した事業用地として譲渡）
可決

賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

令和３年度補正予算
第19号 一般会計（第13号）（総務管理費1億2868万4000円等を増額し、総額

65億3319万5000円とする） 可決賛（10）・否（0）P3、10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第20号 国民健康保険特別会計（第３号）（特定健康診査等事業費等299万
4000円を減額し、総額10億2151万2000円とする） 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第21号 農業集落排水事業特別会計（第３号）（事業費等200万円を減額し、総
額5901万7000円とする） 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第22号 公共下水道事業特別会計（第３号）（事業費等3710万円を減額し、総
額2億4772万9000円とする） 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第23号 介護保険特別会計（第３号）（介護予防・生活支援事業費等679万
1000円を減額し、総額8億7325万8000円とする） 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第24号 後期高齢者医療特別会計（第１号）（後期高齢者医療広域連合納付金等
305万5000円を減額し、総額1億557万5000円とする） 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第25号 共同浄化槽事業特別会計（第３号）（繰越明許費2990万7000円を設定する） 可決賛（10）・否（0） P10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
令和４年度予算
第26号 一般会計 可決賛（10）・否（0）P4、5、6、7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
第27号 国民健康保険特別会計 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
第28号 農業集落排水事業特別会計 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
第29号 公共下水道事業特別会計 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
第30号 介護保険特別会計 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
第31号 後期高齢者医療特別会計 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
第32号 共同浄化槽事業特別会計 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
第33号 簡易水道事業特別会計 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
人事

追加議案第１号 芝山町教育委員会教育長の任命同意（五木田啓一氏の教育長任命に同意するもの） 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
追加議案第２号 監査委員の選任同意（戸井善夫氏の監査委員選任に同意するもの) 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
追加議案第３号 芝山町教育委員会委員の任命同意（髙橋正樹氏の教育委員会委員任命に同意するもの) 可決賛（10）・否（0） P9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
追加議案第４号 農業委員会委員の任命同意（任期満了に伴い農業委員会委員13名の任命に同意するもの) 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
議員発議（ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議）

発議案第１号 ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議について 可決賛（10）・否（0） P9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
令和4年第1回臨時会（ 2 /16開会）で審議した議案とその結果
専決処分の承認

第１号 専決処分の承認を求めることについて（子育て世帯への臨時特別交付金
等の予算の専決処分）

可決
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

第２号 専決処分の承認を求めることについて（住民税非課税世帯等に対する臨
時特別交付金等の予算の専決処分）

可決
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

令和３年度補正予算
第３号 一般会計（第12号）（保健衛生費等474万円を増額し、総額63億4600万7000円とする） 可決賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －
諮問
諮問第１号 芝山文化センター使用承認申請却下の処分に対する審査請求について 認容賛（７）・否（３） P8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 × －
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【議会だより編集委員】岩内章（委員長）、岩澤勝則（副委員長）、
萩原正規、實川嘉一、坂井慶子、大木浩司

實川嘉一議員は、令和４年４月
１日より所属会派を変更

小嶋秀樹〈４回/清祥会〉

戸井沢夫〈４回/緑の会〉

實川嘉一〈２回/眞人〉岩内　章〈１回/創芝会〉岩澤勝則〈１回/緑の会〉大木浩司〈１回/創芝会〉

萩原正規〈２回/創芝会〉 伊橋寿夫〈４回/地方自治研究会〉岩澤達弥〈３回/緑の会〉

坂井慶子〈２回/創芝会〉平山　弘〈６回/創芝会〉内田白民〈５回/創芝会〉
◎議長・まちづくり常任委員

〇監査委員・総務常任委員

まちづくり常任委員〇総務常任副委員長まちづくり常任委員まちづくり常任委員

〇まちづくり常任副委員長 ◎総務常任委員長総務常任委員

〇副議長・総務常任委員◎まちづくり常任委員長総務常任委員
町民の意を汲み、共働する議会を
目指す。

輝く未来の都市づくり・豊かな福
祉のまちづくり

誇れる眞の人・まちづくり
議会に新会派を結成

高谷川沿い道路と情報発信に取り
組みます

町民の皆様と議会を繋ぐ架け橋と
なります

スポーツ振興で町を元気にします

空港と共存共栄のまちづくり 空港機能強化と町民満足度向上
のために努めます

皆様のご意見・ご要望を代弁し続
けます

町にある貴重な物や素敵な場所の
発信にもっと磨きをかけたい

今がチャンス！未来に向けたまち
づくり

持続可能なまちづくりを進めてい
きます

３月定例会最終日に改選された議会人事を、議員それぞれの
更なる目標の言葉と共にご紹介します。〈当選回数/所属会派〉

議会人事

未来
私たちの責任と自覚

を形にする
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皆
さ
ん
は
一
昨
年
に
成
人
式
を
迎
え
た
同

級
生
で
し
た
よ
ね
。
仲
が
い
い
ん
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
学
生
や
社
会
人
な
の
で
予
定
を

合
わ
せ
る
の
が
難
し
い
け
れ
ど
、
時
々
こ
う

し
て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
こ
の
町

が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
。」

—

町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
。

　
「
自
然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

飛
行
機
の
音
は
別
と
し
て
、
静
か
で
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
が
好
き
で
す
ね
。」

—

若
い
人
の
感
覚
で
、
町
に
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
う
も
の
は
。

　
「
今
ブ
ー
ム
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
で
き
る

場
所
が
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。
都
会
と

違
っ
て
夜
は
真
っ
暗
な
の
で
星
空
観
賞
も
で

き
る
し
。
町
外
か
ら
の
集
客
も
か
な
り
期
待

で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。」

—

な
る
ほ
ど
。
豊
か
な
自
然
と
暗
い
町
の
夜

を
利
用
し
た
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す

ね
。
他
に
何
か
あ
り
ま
す
か
。

　
「
友
達
と
気
軽
に
集
ま
れ
る
カ
フ
ェ
。
自

家
用
車
を
持
っ
て
る
人
が
多
い
の
で
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
は
ど
う
か
な
。」

—

芝
山
町
は
車
が
無
い
と
厳
し
い
で
す
か

ら
ね
。
ち
な
み
に
高
校
ま
で
は
ど
う
や
っ

て
通
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　
「
自
転
車
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
ふ
れ
あ

い
バ
ス
と
電
車
を
乗
り
継
い
で
通
い
ま
し

た
。
自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
が
遠
く
て
ね

…
。」

—

学
生
さ
ん
に
は
公
共
交
通
が
必
要
で
す

よ
ね
。
も
し
改
善
点
が
あ
る
と
し
た
ら

何
か
な
。

　
「
車
を
運
転
で
き
な
い
学
生
や
お
年
寄

り
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ダ
イ
ヤ
編
成
を
し
て

あ
げ
た
ら
喜
ば
れ
る
か
も
ね
。
あ
い
あ
い

タ
ク
シ
ー
は
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。」

—

と
こ
ろ
で
、
町
議
会
議
員
の
人
数
は
ご

存
知
で
す
か
。

　
「
え
っ
、
議
員
さ
ん
？
35
人
く
ら
い
」

「
15
人
、
13
人
だ
っ
た
か
な
？
」

—

正
解
は
12
人
で
し
た
。
私
た
ち
議
員
や

町
長
、
町
の
職
員
に
伝
え
た
い
こ
と
は
。

　
「Tik Tok

やYou Tube

な
ど
のSN

S

を
使
っ
て
楽
し
く
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

町
の
PR
を
し
て
欲
し
い
で
す
。」

写真左から呂井玲南さん（バルールド）、
今井瑠莉さん（川津場）、飯島悠介さん
（岩山）、小川郁弥さん（小池５）

自転車通学だった高校時代を振り返る今井さんと、どこまでも
自転車で行ける気がしたと話す呂井さん

友達が集まる場所は、友人の家が多い現実

編集委員から一言

Interview
2000年生まれの

ミレニアム世代に

今回の
テーマ

こんなのあったらいいな　　  公共交通への期待は？　　 町役場への期待は？

しばやま町議会記者クラブ
Machi Kisha

Vol.１
このコーナーは、議会だより編集委員がテーマに沿ってご意見を伺う、突撃取材型
の企画です。地域や老若男女の垣根を超え、顔の見える議会活動で町への提案を
集めていきます。

これからの未来を担う、若い皆さんの意見や感性はとても大切だと感じています。
議会でも、今後さまざまな場面で、ご意見を政策提案として活かしていきます。

自
然
を
生
か
し
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と

夜
空
に
輝
く
星
空
観
賞

Q Q Q

こちら
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国
際
線
の
航
空
需
要
が
回
復
し
つ
つ
あ
る

成
田
空
港
―
。

　
航
空
機
の
運
航
に
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室

乗
務
員
の
ほ
か
、
貨
物
の
搭
降
載
、
清
掃
、

機
内
食
準
備
や
機
体
整
備
な
ど
多
く
の
人
が

携
わ
っ
て
力
を
合
わ
せ
、
大
き
な
機
体
を
飛

ば
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
た

役
割
を
全
う
す
る
こ
と
で
、
定
刻
ど
お
り
に

安
全
で
安
心
な
空
の
旅
を
、
乗
客
に
提
供
し

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
議
員
さ
ん
は
普
段
何
を
し
て
い
る

の
？
」。
若
者
た
ち
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た

素
朴
な
質
問
に
、
背
筋
が
凍
り
付
い
た
瞬
間

で
し
た
。

　
町
民
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
、
議
員
活
動

を
続
け
る
私
た
ち
の
使
命
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
様
々
な
声
を
町
に
届
け
、
時
に
具
体
的
な

政
策
提
案
を
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に

は
、
日
常
の
小
さ
な
心
の
揺
れ
に
敏
感
に
な

る
こ
と
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
一
言
で
し
た
。「
治
に
い
て
乱
を
忘
れ
ず
」。

使
命
を
自
覚
し
た
時
、
才
能
は
一
気
に
花
開

く
そ
う
で
す
。町
長
も
議
員
も
役
場
職
員
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
て
力
を

合
わ
せ
、
今
以
上
の
未
来
に
飛
び
立
つ
季
節

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
員
一
同

My
Home Town

Episode 19

Ｑ どんなきっかけで、芝山町
にやって来ましたか？

伊藤　瞳さん

愛
あ か り

莉ちゃん４歳・愛
あ ゆ か

華ちゃん２歳

　 結婚をきっかけに主人の地元で
ある芝山町に来ました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうです
　か？

　 緑が多く落ち着いた雰囲気で私
の地元（岡山県）とも似ている
ところがあり、とても過ごしや
すいです。

　 自然が豊かなので、子供たちに
とってとても良い環境だと思い
ます。また、隣接地域に空港、
海など観光スポットがあり、す
ぐ行けるのも魅力です。

Ｑ町に望むことは？
　 子育て世代や子供たちへの学習・生活などの支援や、過ごしやすい環

境を整えるのに力を入れてほしいです。子育て支援センターが新しく
なったので、私も娘達も行くのを楽しみにしています。また、娘達は
絵本が好きなので「本」が身近にある環境を整えてほしいです。

子供たちが本にふれあう機会を増やして

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和4年第2回芝山町議会
定例会のお知らせ

６月６日
　　10日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈪から
㈮ （小池６）


